
施策27 する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します

施策28 歴史・文化に親しめる環境を整えます

施策24 ⼦どもから⻘少年まで健全に育つ環境をつくります

施策25 学校教育施設を整備します

施策26 特色ある教育活動を実施します

Plan５
未来の人財を育てる

５つのプラン

第３章 施策ごとの計画

プ
ラ
ン

５
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現状と課題

【 現状 】
⻘少年やその関係者に、悩みを抱えながらも近くに相談できる人がいない、相談でき
る場所がわからないという状況があり、特に中高生にあっては不登校への支援が本人につ
ながらず、ひきこもりになってしまうケースもあります。

スマートフォン等の急速な普及は、利便性の向上をもたらした反面、未成年の非⾏や犯
罪被害に多大な影響を及ぼしています。

さまざまな悩みを抱える⻘少年やその関係者が必要なときに相談できるよう、相談先の
【 課題 】

に体験や実習活動ができる環境を整備することが必要です。

組やインターネット・メディア対応策等の情報提供をしていくことが必要です。
子どもたちが大人も交えて交流する子ども会などの地域活動を維持し、子どもたちが共

周知が必要です。
未成年の健全育成の意識を市全体に浸透させていくためには、地域や学校と連携しつ

の事業を実施しています。
未成年の健全育成に向けて、市⺠運動や啓発活動および市内各所での街頭指導活動など

未成年の犯罪で過半数を占めるのは、初発型非⾏と呼ばれる万引きや⾃転⾞盗等です。
核家族化や高度な情報化が進むなか、子どもたちが実際の体験活動を通して他者との交
流を深める機会が少なくなっています。

つ、継続的に啓発活動を進めることが重要です。
未成年や家庭に対し、学校、警察と協⼒して、未成年の犯罪被害の現状、非⾏防止の取

不登校

46人

ひきこもり

17人

学業

16人
しつけ

15人
就労・就学

9人

家庭

8人

発達障害

6人

いじめ

5人
その他

26人

Plan５ 未来の人財を育てる

資料：⼀宮市（平成27年度）

施策24

■⼦ども・若者総合相談窓⼝の
相談の内訳

■⼀宮警察署管内の初発型非⾏の検挙⼈数

※対象者が30歳未満の相談のみ抽出 ※占有離脱物横領：遺失物、漂流物などの占有を離れた他人の物を
横領した犯罪のこと 資料：⼀宮警察署

平成25年 平成26年 平成27年
総数 102人 90人 98人

万引き 28人 40人 48人
オートバイ盗 0人 5人 7人
⾃転⾞盗 43人 24人 27人
占有離脱物横領 31人 21人 16人

189人 152人 167人

58.7%
初発型非⾏の割合
参考：刑法犯少年の総数

刑法犯少年全体に占める 54.0% 59.2%

⼦どもから⻘少年まで健全に育つ環境を
つくります

62 63



関連する個別計画

○⻘少年
  内閣府では、⻘少年を「⻘年期（30歳未満）まで」とし
 ていることから、本施策においても30歳未満とする。
○初発型非⾏
  犯⾏⼿段が容易なことから、罪の意識が薄く、軽い気持
 ちで⾏われるため、徐々に犯⾏がエスカレートする傾向が
 あるとされる非⾏のこと。統計上は「万引き」「オートバ
 イ盗」「⾃転⾞盗」「占有離脱物横領」の４種類をいう。

●地域と共に⾏う啓発活動

事業展開の方向性

●気軽に相談できる場の充実
子ども・若者総合相談事業、子ども悩みごと相談事業

子ども会育成事業、ジュニアリーダー養成事業

成果指標

59回

指標名 基準値 目標値

180人

70人②初発型非⾏の検挙人数 98人

③子ども会事業の実施数 59回

①子ども・若者総合相談窓⼝の相談者数 148人

基準値

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

指標名

子どもが社会性を身につけていると思う人の割合

⻘少年健全育成事業、地域⻘少年育成会活動助成事業
●⼦どもたちが体験等を通して成⻑できる場の提供

用語説明

62.9%

市⺠が考えた
 「私たちにできること」○⼀宮市子ども・子育て支援事業計画
○子どもたちに声かけするなど、地域
 で子どもを⾒守る環境をつくる

市⺠の体感指標

ジュニアリーダー研修会
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● 中⻑期的な維持管理に係るトータルコストの縮減および予算の平準化を図りつつ、昭和
40年代以前に建築された施設については、改築等の検討を⾏い、昭和50年代以降に建築
された施設については、⻑寿命化改修に取り組むことが喫緊の課題です。

【 課題 】

でいます。
トイレの全面改造もしくは洋便器化により、校舎内の全てのトイレで洋式化率50％以上
を目標に改修工事を進めています。

良好な教育環境を確保するため、小中学校の普通教室等への空調設備の整備に取り組ん

【 現状 】
市内の学校施設には、建築後50年を経過した施設が数多くあり、更新すべき時期が来て
います。
安全面や機能面において改善を図るため、⽼朽化した校舎を大規模改修します。
建物本体の耐震化事業は完了しており、照明器具等の非構造部材の耐震化に取り組んで
います。

現状と課題

学校教育施設を整備します

32,221 

49,187 

120,060 

29,017 

19,511 
14,950 

76,660 

11,011 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

昭和30年代以前 昭和40年代 昭和50年代 昭和60年代以降

小学校 中学校

Plan５ 未来の人財を育てる

資料：⼀宮市
（平成28年５⽉１⽇現在）

■建築年代別の校舎⾯積

施策25

（㎡）
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○学校に愛着を持ち、子どもたちに学
 校を大切に使ってもらうよう指導す
 る

用語説明
○非構造部材
  構造設計・構造計算の主な対象となる建物本体と区分し
 た、天井材・照明器具・窓ガラス・外装材・内装材・設備
 機器等のこと。

市⺠が考えた
 「私たちにできること」
○⾃分たちでできる清掃、ペンキ塗り
 といった簡単な修繕などは協⼒する

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

基準値

66.7%

指標名

学校の施設が快適だと思う小・中学生の割合

②屋内運動場等の大規模空間における非構造部材の
 耐震化が完了した学校の割合

19.7% 100%

市⺠の体感指標

指標名 基準値 目標値

①トイレの洋式化率が50％以上の学校の割合 67.2% 100%

●非構造部材の耐震化の推進
非構造部材の耐震化事業

成果指標

●教育環境の質的整備の推進
空調設備整備事業、トイレ改修事業、教室改修事業

事業展開の方向性

●学校施設の⻑寿命化の推進
学校施設の個別施設計画策定事業、校舎改修（⻑寿命化改修）事業
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●
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【 現状 】
経済のグローバル化や少子高齢化の進展などにより社会は大きく変化しており、また、

特色ある教育活動を実施します

現状と課題

● 学校は不登校、いじめ、発達障害等、多様な対応を必要とされ、複雑化・困難化した状
況のなかで余裕が失われ、教員のみで対応することが質的・量的にも難しくなってきて
います。

ます。
情報通信技術（ICT）の急速な発展により、変化のスピードが更に速まる可能性があり

価値観やライフスタイルの多様化等を背景に、地域社会におけるつながりや支え合いが
希薄化し、子どもたちを地域で育てるという考え方が次第に失われてきています。

【 課題 】
変化が激しく将来の予測が困難な時代にあっても、子どもたちが国際社会や科学技術の

め、教員の⼒量を向上させることが必要です。
不登校やいじめなど悩みを抱える子どもや特別な支援の必要な家庭に適切に対応するた
め、保護者・教員・専門家との連携が必要です。

学校が、地域や家庭とともに子どもたちを育むというビジョンを基に、創意工夫と魅⼒
にあふれた特色のある教育活動を展開することが必要です。
複雑化、困難化した状況下にあっても、知徳体のバランスの取れた子どもを育成するた

向上に対応し、⾃信を持って未来を切り拓き、より良い社会を創り出すことができる資
質・能⼒を育成することが必要です。

Plan５ 未来の人財を育てる

施策26

ひら
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関連する個別計画

●教員の指導⼒の向上
訪問研修アドバイザー派遣事業、ステップアップ研修事業

事業展開の方向性

●未来に⽣きる⼒の育成

●家庭・地域社会・学校の連携強化
学校運営協議会の充実事業

正確かつ必要な情報通信技術（ICT）獲得のための教育の充実事業、英会話指導講師・英語指導講師
派遣事業

●笑顔で登校できる学級・学校づくり

スクールソーシャルワーカー配置事業

成果指標

不登校対策推進事業、いじめ対策推進事業、⼀宮市スクールカウンセラー配置事業、

指標名 基準値 目標値

①プログラミング教育の実施校数 21校 61校

②教員の情報機器活⽤研修の履修率 75.0% 85.0%

○高齢者等による伝承教育を実施する
○地域でも子どものサインを受け止め
 られるよう、⽇頃から子どもに声か
 けをする

○学校運営協議会（コミュニティ・スクール）：学校運営の基
 本方針を承認したり、教育活動などについて意⾒を述べたり
 するために置かれる機関のこと。地域住⺠・保護者・学校の
 教職員等で構成される。
○スクールカウンセラー：不登校や問題⾏動などに対応するた
 め、学校を訪問し相談業務を⾏う者のこと。
○スクールソーシャルワーカー：子どもの家庭環境による問題
 に対処するため、関係機関と連携したり、教員を支援したり
 する福祉の専門家のこと。

36.0%

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

市⺠が考えた
 「私たちにできること」○⼀宮市学校教育推進プラン
○PTA活動主催で、幅広い知識を得る
 機会や場を設ける用語説明

特色ある教育活動が⾏われていると思う人の割合

市⺠の体感指標

③英語テストで８割以上正解できた児童の割合 73.2% 80.0%

基準値指標名

66 67



●

●

●

●

●

●

●

●

全国的に子どもの体⼒・運動能⼒の低下が懸念されているなか、とりわけ本市では多く
45.5％に対して本市では32.1％と低くなっています。

現状と課題

【 現状 】
アンケート結果によると、週１回以上スポーツ（運動）をしている成人の割合は、県の

する・みる・ささえるスポーツ活動を支援します

の種目で小学５年生は全国平均に比べて低く、中学２年生は全国平均を上回る結果と
なっています。
市⺠の約３分の１の人がスポーツ観戦をしたことがあり、市内でのプロスポーツや⽇本
代表などの国際試合といった、トップレベルの試合の観戦希望が高くなっています。
指導員不⾜や指導員の高齢化など、スポーツの指導を担う人材が不⾜しています。

性を向上させることや、公園など身近な場所で運動できる環境の整備が必要です。
スポーツは、メタボリックシンドロームや生活習慣病、また認知症の予防にも効果的で

誰もが気軽にスポーツできる機会を充実させるため、体育館・運動場等の各施設の利便
【 課題 】

スポーツ大会の開催等について、広く情報提供を⾏うことが必要です。

あり、特に中高年への啓発が重要です。
スポーツ観戦の場を提供するため、トップレベルの大会の誘致を進めるとともに、各種

ツ指導者と審判員の育成と資質向上に努めることが必要です。
各種スポーツ団体の育成・支援をはじめ、専門的な知識と技能が必要とされる、スポー

Plan５ 未来の人財を育てる

資料：⼀宮市

■各種スポーツ事業の参加者数

施策27

平成25年度 平成26年度 平成27年度
生涯スポーツ振興事業 2,387人 0人 2,183人
地域スポーツ振興事業 6,161人 5,252人 5,424人
学校体育施設開放事業 551,012人 518,292人 508,331人
市⺠大会開催事業 31,188人 28,207人 29,371人
スポーツの普及・選⼿育成事業 4,891人 5,315人 5,513人
広域スポーツ大会運営補助事業 1,800人 1,241人 1,133人
関⻄・⼀宮セブンズラグビーフットボール事業 480人 480人 500人
スポーツ指導者養成事業 2,442人 2,383人 3,261人
スポーツ推進委員研修事業 1,009人 991人 1,022人

※

※台風により「ニュースポーツフェスティバル」が中止となったため、平成26年度は参加者なし
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関連する個別計画

スポーツ指導者養成事業、スポーツ推進委員研修事業
●指導者の確保

●⽣涯スポーツの推進
生涯スポーツ振興事業、地域スポーツ振興事業、学校体育施設開放事業、スポーツ施設整備事業

●各種スポーツ大会などの観戦の推進
広域スポーツ大会運営補助事業、ビッグプロジェクト等誘致推進事業、
関⻄・⼀宮セブンズラグビーフットボール事業

事業展開の方向性

●競技スポーツの推進
学校体育施設開放事業、市⺠大会開催事業、スポーツの普及・選⼿育成事業、スポーツ施設整備事業

成果指標

指標名 基準値 目標値

①スポーツ活動をする市⺠の数 254.2万人 260万人

②スポーツ指導者およびスポーツボランティア登録
 者数

3,000人 3,200人

市⺠の体感指標

○部活動や子どものスポーツ活動にボ
 ランティアとして指導する用語説明

基準値

21.5%スポーツに親しむ機会が多くあると思う人の割合

指標名

○市の企画するスポーツイベントを観
 覧したり、参加したりする

○スポーツ
  本施策における「スポーツ」とは、競技スポーツのみでなく、
 市⺠⼀般に広く⾏われている生涯スポーツも含む。
○競技スポーツ
  野球、サッカー、バレーボール、テニスなどスポーツ技術や
 記録の向上を目指し、人間の極限への挑戦を追及する選⼿の⾏
 うスポーツのこと。
○生涯スポーツ
  レクリエーション、ペタンク等のニュースポーツなど、生涯
 を通じて、健康の保持・増進やレクリエーションを目的に「誰
 もが、いつでも、どこでも気軽にできる」スポーツのこと。

市⺠が考えた
 「私たちにできること」○⼀宮市スポーツ振興計画

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

⼀宮市ニュースポーツフェスティバル
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歴史・文化に親しめる環境を整えます

文化に親しんでいます。
地域の祭りや伝統的な⾏事にも、幅広い世代の住⺠が参加したり観覧に訪れたりしてい
ます。

現状と課題

【 現状 】
博物館・三岸節子記念美術館・尾⻄歴史⺠俗資料館などの施設で、多くの市⺠が歴史や

市⺠が本市の歴史・文化を身近に感じられるよう、情報発信を⾏うことが重要です。
【 課題 】

史跡・名勝・天然記念物・建造物・産業機械・⺠俗芸能など、歴史的・産業的価値のあ
る文化財が数多く保存されています。

高齢者など特定の年齢層に利⽤が偏っている施設や、参加者や観覧者等が少ない施設が

文化財など、末永く後世に伝えるための後継者の育成、維持管理等が重要です。
あるため、幅広い年齢層が興味・関⼼を持つきっかけをつくることが必要です。

Plan５ 未来の人財を育てる

資料：⼀宮市（平成28年10⽉１⽇現在）

■文化財の件数

施策28

国登録 国選定
国 県 市 計 （件） （件）

1 2 11 14 13 ー
絵  画 6 7 39 52 0 ー
彫  刻 3 2 60 65 0 ー
工 芸 品 3 10 43 56 0 ー
書籍・典籍 1 1 12 14 0 ー
古 文 書 1 0 0 1 0 ー

0 2 14 16 0 ー
0 0 4 4 0 ー

無 形 0 0 2 2 ー ー
文化財 0 0 1 1 ー ー
⺠ 俗 0 0 8 8 0 ー
文化財 0 2 7 9 ー ー

1 4 21 26 0 ー
1 0 0 1 0 ー

天 然 動  物 0 0 0 0 0 ー
記念物 植  物 0 2 30 32 0 ー

0 0 0 0 ー 1
17 32 252 301 13 1

選  定  保  存  技  術
合      計

芸 能
工芸技術
有形⺠俗
無形⺠俗

記
念
物

史 跡
名 勝

区 分 種     別 指定文化財（件）

有
形
文
化
財

建 造 物

美 術
工芸品

考古資料
歴史資料
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関連する個別計画

事業展開の方向性

●魅⼒ある催事の企画とPRの推進
博物館展⽰事業、歴史⺠俗資料館展⽰事業、美術館展⽰事業、生涯学習出前講座事業、
⼀宮市美術展開催事業、⺠俗芸能発表会事業

●文化財の計画的な維持管理
指定文化財管理事業、文化財保護補助事業、⺠俗芸能伝承推進事業、⺠俗芸能伝承保存補助事業

①無形文化財・無形⺠俗文化財の保存を担っている
 人の数

1,084人 1,084人

成果指標

指標名 基準値 目標値

○子どもの頃から地域を知り、地域に
 関⼼を持ち、文化財などに親しむ

18.4%

市⺠が考えた
 「私たちにできること」○いちのみや生涯学習推進計画
○⾃分たちの⼿で史跡・名勝などを守
 る

※各指標の算出方法は92から96ページを参照

⼀宮市の歴史や文化に親しむ機会があると思う人の割合

②博物館等の入館者数および催事参加者数 144,512人 159,000人

市⺠の体感指標

基準値指標名
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